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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ξ鈴木雪夫、竹内済、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広里純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお一名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及ぴ由係の協同研究著が保存する。

4）この速記録の利剛こ制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよ一う希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コ・ビーを嘉望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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紅は、本牟i月1日ハ・う郁・に州・よしに一。幸！・に

しセ長命に、もま札、人生レ乙州ピ8っ†・わけですし、

全婚式も家内ととも1・こTて・に済ませましτ（。しかし、不

幸にして昨午の3月K、家内が芹潰病で石古屋の日赤痢

碗に入氏しよレて、2ヵ月ほど療養しまレkけれども、
とうとう迎L去レよレに。 平素は麦徒に大変打ち込んで・、

謡、、イ土舞い、ノド多えよて・ヤブてお一ノ麦しk、戦後は、私の

勉族の手イ女いをしなくて七いいんτ之けれどガ戦前は何

かと手イ云いをしてくれよして、妹計学0）著書などb尺極

家内が清考してくれまして、いつも家内1｝苦労をかけ
τ（わけで†。

 戦後、家内は采表た調のようグよニヒも州まレて、片

目をたいましτ・ものでてφ・ら、bう学問けの手伝いμ

一ヤηヤらぬて・もいい、ポ吉屋は麦どころ丁～かラ、亥が好

き々らそれとや1）！よぐいヒい・て、謡曲グよど、一私は尺勿

・前に宝生7元をやつよレてくもので・寸φ＼9、中るんなラ泰見世

九とやりなでい、私には、ハいう比秩を守るのグ学問
ビ、宝生流と観世流は｛色うカ∵そういう比．較もいτく

しt・いヵ・らどいうことで・、家内には観世充をヤら仁ろ二

とにオd1㍍．
 どこゲが、セ台灼τ（う良亙勺てい1ゴんでさましたレ、石

古屋は墓1、ビごろでη・ら、あるいバのが交うれるの

で、 しまIいには育乞乗＝殿ナよどにも尤まして、花のわこ役な

どわいろいろヒヤフり、 そのほφ＼イ士舞い！よんφ＼もや！）、 そ

れグラ小諌も相当やり交して、免状む幾つヵ・いいまし

仁。

 いいうこヒで一、家内は後の方は私の手伝いなしに、
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もつ｛そう，いう方面に打・ち込んで人生を楽しく通’ごし

印’けでぴ・平家多少健廉を省州が．ll・という点・も

ございよす。

 私の家内は祖先がム梨県の払て・、席婚夘年のわ祝いは

昨年の今月1（済みまして、80年が、私勿生支れkの一がZ

月．で・可ヵ㍉、それ乏衆し引・してお・パ・Lろへ、2月
トかぜ皇別い1・グ）グいで、寝込ん一 ﾅしょ・いまし1㍍㍑
t・二才一良男グノ名たのネ至斉掌吾月第3回を圭まレて日本製案李艮

行に就職しまして、石市屋て・勤務し1・リ束束で働い1・つ、

アメリカに七荊に3年ほど行っにことがございよす。今
度打・、芙誇が〃少いけるもので・てヵぺ㌧、一昨年（秋に

カナダ（トつソトに支店のようなものを開くという二と

で、 うちの表巧〃べ責任者にな7て行（まして、 いういう

画策してポはし1・。その問に寡挟も呼び号セるように

｝はレf（。そういう最中ド母、すなわら私パ家内が病
気になつにのでマ。

 長男のナ庁は束末巧品グ1区カ・ら迎之τ（。東京ヤ手穴を

租で川まして、衷語が好でで、ぢ一㍑べは第一銀行に
勤めてぢフkんで、友速閃依で、銀行k勤めてわう者で・

ラリ又手ヤ／を尺にし1・いといラ希望があlkんで・すね。

それグ編ばれよして、箱勾、矢お帝生活をイ貧めましてむう

ユO年以上で百カ＼う、寸戻が牛人で’さヱして、二の2一人の派

もカすダヘ行く二とに7よ一リまし仁ので、1学校門イ末が大変

げかしく・両視は苦労い・よけ↑。、、
 そういうわけで、寒いとくK一長形の家族グあ・別れに石

台雇へ参1〕よしで（グ、私の妻はがぜの気があっτ（の1・・

人の徒符などで無理をしτ〈セいか、梯局寝込んでレまい
まして（。
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2．月十は．、I私．・I入れい＝うことは余り嘩心し1よ一かlll

もので†カ・5、 自宅で繁肩一しており1まして、で・さるだけ
め’ �ﾇうを児1 ﾄあげるとい）つことで・一生聡命やっkんで・

†けれど、どうも葎通が思わしくない⑰老人病の傾向、
ありまし†（かシ、 3月今日に入院に蹄みηり亥’しτ（・

 私の次男は名だを3口生で・戊まレて、三菱銀行に勤幻

ていよレτ（。 二の次男は穴阪に勤めkり束末にお・フ†一）、

下川カでは／・ワイと口す／ぜ1レスK約6午わおりまし
て（。芙請は相当いけろんで†。この次男は幸いに近二ご’う

石古屋にな’）まして、ラ也下の支店を予更フてあ・’）まし仁。

相当戊積うよく働いていましk。㍑閃イ末で目木方面に
も矢口1）合いの人グおリはレて、1ぜひ入坑というごヒをい

わボ・も（で・すヵ・ラ、仏も衣、・心ガっさまして、3月斗日

に家内を入院ぐせまレτく。

 それ力・らでフと病隊十イ左セで手当を受けkわけですグ・

もう相当麻気’が在んで・お・つまして、4月ごろ検査してカ

ら し1ま しτ（ソ、 百ラ童癖が相当ひどく オよフ て し1る とし・う こ

とで・、手術をするこ〕まや幻まして（が、術血や’、支痢など・

でその日と迷フてお・ってくわけで■r。 その間は。奉者にフら

かフT・です。病院五い七てい、ザんじ工し仁し’、大／牟・ど

う18るカ・い・らぬという二とで、どうも仮グ5間い1・詳
で、や’ 奄ﾏ1）が／にけ分ブよフていす・らしいルη。こ
れは次で勾却グ）解剖をしよしてわヵ・バてことで万が・胃

ヵ・γに好っていτ（hけで↑。そういうわけで、常潰痔を

こいセててようなことで、とうとう月！o日に家内が亡
くオよってし其いまして二。

 私の家内はム梨の菜和枝をポあ・りまして、クリスイ
マ／で寸が、私は洗礼を受けてあ・りません。次男の嫁つ
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星一ゲ名吉屋で、’ぢ奇問イ未に棉I当程・、瞭があつユして、一いろ

いろ．稼改がありますもので’ ｷヵ＼ら、千樟区乃青オ卵吋の法

吋’といけ干にゴ厄介に・よリまして、諸寺万琉・その

伝の斗つ日、あるいは〃0日の汝畢、ゴっと浄よセてまい

リまい・。この間、斗円Kらようど未男が力すブから支
店長会議で帰フてまい’〕まして（ので、その筏会1く／同島

も棟1）上げて赤よせ交して・。それでまτ（、ケ月！0日の本

当の命日に．ばち奇に行番まして、内衡で法辱を清まセま・帖
しに。一

いいゲとで、／年の各法孝は万孝うユくいら十。

ちょうど昨日が13r日（命目ばんで・↑が’、さのうはあい
にく，綱カミあ1はしいのですか㌧、お・寺へは参つまセ

んでして（け｛へども、7穴男1（ようしくいうてお・いてくにと

いうことεら・願いし支しk。そういうことで法寺なども

一応ラ骨2＋よレ†（。

私1付歳のヒで父1視をたい、12歳のとで母親を失い、
       しもrくて
定家は茨城県の下館というとこうで、いまは市に〃って
お・つよすバ、、令は小てい町でして／二・稽≠戊の少し束の下館

ゲ郷里ブよんで↑。幼少のとさに岡視を失い実レkもので
†ヵ・ら、帥・いこじ、ち・ばあでん・の手で育てられ仁んで、

本ち1よら白もグ南，もて、本棉岡でしに。い文も、いとこ

力峨雑剛禾の工場を持・てヤ・てお’！はす。筑波山が裏

の方グら夏フ正副・見之ろヒこうで、ちょうど三角定規

を2フ並べてくようト男体と女・伶バ真フ王、碗に見える、非

常1（風景のいいとこうでマ。五行川という川1が流れてぢ

リまして、これば†グて利根1リベ流れる川オよんでマグ、

そういうところで育ちょしk。

 しヵ・レ、郷里にはどうも級グなくて、神小学校が6
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’与、高れ・一年といナ時代で一、私＝1女声等科1パ年．’1＋＋1

まし1・。両親は竿くtい＝つましい叫、家、の俊を1 p之・

というよう〆よこヒも必要ない。 其ば分家してお・りまヤん

でしτ（力・ら・それで一中学校へでも入札とドう二とにな

1はして、県立（水戸中学峨孜と受けい亙りましk
ものですカ・5、それっ・ら水戸へにさまして（。水戸といっ

†・・て、青の岬（いまの抑ロバ離れて州、飲丘
は水戸橡で可バ、家皇離オ・してケ年間察生活をしk4です。

それゲ家／衣吹川尺戦の前で↑ねってい、㍗ん老い詩グよん

て・甘口 そういう二とで中学へは入っT（んです。

 私の家の意思は、私を竹辛学者にするピカ＼一散肴宥に

すると1、そういうことは全然れてブよか1kらしい・
ま・あ頭がいい力・ら中学へでも入れて；ら・けば、中学虹てか

ら、当時軍んばやりでして（から、軍人にでポよれげいい
        、              “                      山4／ノレ’†ないかとい7よう！よごとτんっ↑〈らしいAノて“・、中等

松るとさに早速一軍の試・瞭も受けでセられまレk。 士官学

夜は、余り頑定で戸よいめで、停橋で外れまレに。葎理学

校けは体格は通っ1。んでブけ㍑も、、学抑れよし
て、とにグ＜軍人に！ポ）そこなっ’らやっす（ん・で’マ。自宅

では私乞軍人にするっもり↑～っ↑（んですが、残価！よグら

τづ灼1（一々一フてしまいましたこ。

 それφ＼ら、私は自／かの家グ商売てい↑から、軍人1（もな

れ戸よいし、そうづ・ヒいってどこヵ・へ丁稚奉公（でっちぼ

うこう、年期奉公のこと）に行くというこい余っ好み
まセ1んでし仁。 私のそういう 家族閃イ采は、 大僻板本県a）

与都呂というと二ろが丙葦ガ盛々であ1はすので・、あ・じ’

くん2一人⊂母（弟）ゲ寄秤官で呉服虐にキ期奉公してお・

1）よすし、私の弟も1．人おリ）ますけれビも、同じく守郡
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害．（1煬ﾀ店．k動’幻＝てみfプます1」．

 レ1（し、私は中学犬であ・1！ジましIkも6打ヵ・ら、自分

は在学し1・いという希望で、実家の賞氏を得、一橋．の商

商と・ト樽商商乞受けにわけで・す。ところが、一橋のすは

勉殊不足で・外れてしまって、小樽林受〃・フ↑・のです。当

時3．年制の高商は少舳1†㍍来末とネ中戸は．・予科1年

ゲブいてお・1はして斗年刊で寸が’、小稗と号崎とムロは

3年制のとさでT。栗犯方面には、はダに高商はあり其
七んでしτ（。 そこで・、札海逸へ行く二とを決喬しまして、

車牙洋輯海峡差越乙て寒い兆奄丘へ行フkわけです。そ

して3年同緊生活をしまレ〆。（中学で、8年岡寮生糸で

し仁。）いいゲけ小樽高商に学川〃がやがて私グ
石有屋へ未・る！フの因縁になラす（わけです・こんグよこ・と

津し一でよすときりグ川まセん’“ども、私の学問に

閃イ条が表）1）支すのでしげらく開いでい↑（T～さ丁（いと思い

よ†。

 ノ1。樽高商ではネη代校長は渡也龍聖先生とい竹で、こ

けは早稲田の古い先輩の方18んですが、実業象の後援
で耳くアメリカに褐学しまして、哲学科のドクター／ツ

ブ、わらって帰国してち’つまず。’日本へ．帰’）まして勿・5

は、束末青果学校の夜長七務州・ということと開いてち・

ります。その後疲立先生は1文研劣の委嘱によI ﾂ小樽丙

商乞創諌して／0年ほど枝禾一をでれましにそれから†か

で名古屋の高等商策。これは祈しい3年制度。中衛文相
時代の、新しい靖款時代の計画なんですが．その一筆頭に

石古屋（商等高菜カv8’って、いまの・瑞穂区の秩ムという

とこ引・創改されまして・，二の／士争h主r・疲也先生が

六変尽くされまして、初イで棟禾をノ0年ばと稀め㌧れまし
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1÷・。1けいう一剛采で・’、．疲他一和生＝は紬で抄一亡ぺ州一ilIな’

．1 jよしで（けれどう、’ ｶ粁劣っ＼らは如ノ等端宝幸’を贈られ、

その上に了メりヵてい勉族してくイ甫理学の研牝グ課められ。’ま

して、文学博士ラ乞い亡（τ～いkわけで寸。専門学校であ

1）ますけれども、勲／等文学’博士ヒいうことで・肖口†の

一われわれ稀こ浸は自ナ受の核二長を手奇っていτぺわけで可。

 先生は突菜教育に毛た膚元請とを手奇ってむりまって、・ト

樽高商と乃古屋高商で位符の商葦教育を行われましに
商品集、瞭であると〆、商工心理学であるとカ＼、あるいは

産業調査空々んでわのわっくリまして、税訂η研完を挺
万カぐれまして（。石古屋て・・（よ、庄末調査1室のイ土辛が学者の

剛二も知｝るようブよ葦植も残して舳ま㌔そういう
民証的な定学的な枚有と施すことが／フの兄畝でご’ざい’

まして、てういうことでわにわれも協力を中し上げ’／・わ

けで寸・

 結局、私が！橋に入りましk勿は、小樽茎上て1年ほ
ど束末で修ヵいτ・わけですゲ、私の働いkとこうが＼定は

了’ nカの会社であフ1・。／／が一1シシの雄なんで

す。「／／が一ゾーイ／グマ／／カンバニ’Jといって・

当時ぽ日本のミ’㍑市場き楓占してb’はい～こ出
ネ上の日本の禾急本店が横フ矢Kあ！）まレて、大一、中の各音p会

にえ店グゴさいましト。束末は有楽町・に支店バコざい兵
して、販免の拡張をヤブてあ・フて・。当時は斌経残祇とい

うのはシンカ㌧T～けであつまレて、 日本の市場茎ほとん1

ど似占してち・りまし仁。

 いいう合社r、’こい不滅・よ因縁がご’ざいまして

入るこ．とにオハはして、そ二で航訂岡係のイ土寄などをで

セシれて（わけです。そ（iユか、英語が好きでしkかう・
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ミ畔の一紙’・メ＾ヤ＝り1ま1しヅピこ1一バ、神柚和’

いれのはヰ’蜉wL�吹f〆全永授業ゲれフ．1三一んバ。

耗訂専門の先生ガみりまセ1んでしkか’ら。 それ』で、合ネ士

に入ってか亨竜討耳の二とて・・も杵常にとまどフkわけて

寸。どうしてそういう統計の矢口餓を専門掌夜で与えない

んkうラとい・う、不審のイき。をキ包いk二ともございましk。

その当日手はナ包方の考戸市には専門の先生はあ・らけかつτ（の

であります。弩時尺学の光生としては京秤の財却二先生、

来たの高野先生、二橋は少しお・くによしkけれども、藤

本先生が徒訂（夜打担当してぢら札ましに。そういう
時代ゆ・？・犯方の郡市〔1専門・光L生ヒい1のはみ

らな〃・11・。ドカ・ら就計学の諦羨という舳全然受けな

カ・フ仁・会社へ八フて大変岡っ交して・そこで競訂乃必
要乏尺愛感げτ二わけなんで†。

 そのハに一稀が昇衿しまして、最ネηの学側を廃止す一

ポそれよでは地方の高等商業を出τ（’のは3．午．制度、です

ヵ＼ら、束束高商の∠ト年剃の高等高葉へは本科のイ弁に箱

入．でれ、語学の方で大分言11勝これkようでて。それから

まτ（、一稀ラでは上（方に2’年の’ブラジュ・工一トコースと

して専攻秤がゐっτ（。そういうとこうへ入る者もあフk。

われ舳の前の人’よ、椎、薦刈入れる。私どもの時～・

ら試、駿1制度が課けられまして、地方の高商は3年ですか
ザ その人丁（うは予粁3年を松ブ（老に者て（るん’です。レ

ろ・し、本科へ仁〆は入札て」（れない。搾藁で毛入札ない。

簡単1よ試験舳つまして、；英文縛釈」、葎済に関丁ろ締

の二艮い文幸で、原考から引用し↑〈、のバ中心。 そういう

ものでテ又トでれ一る々でT。私は大して準備もせず11こ謝

疎と受けて亜1）ましいのですから、それ力・ラまた田舎
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げへ相’kし；土1して一、、当時’ ｩ一ネ商科．大学rと中．レま1しt。グ

．そこで3’年間勉藻†る二とに・よ’小ア」1レベ1イ／という

ことは特に考えてお・1）まセん。田舎（実家て・はまτ～祖父

が存命してお・！はして、う引亥太学生なで等弓松よ帆

ていって・、一応反対されkんで万け札とも、入学試験受

けて入っちゃつ仁ん1～といって鯛いτ・しまして、李粁

の3年間バ賞と土、していいましτ㍍
 一編で何を専吹しようか。 当時ビミす一1レ〆必修て＝・あ

llましにので、・最初0）ノ年1ま二、のぜミす一1レで・タド者を託

ピドイソ語で、トフマ・ハウ／ターボム・ゲ又’
7オ’レメ／」という。j。てい牟かめ’はすガ、あれを、蘇
奈先生にフいて推導を受けまし1・。それ．づ・ら、あとの2

年1哀正式のぜミブーノレで、終本先生に穀みよして、それ

主で糸充計学のでミす一ノレはηか7仁ん・で7が、幸いにし

て叙名の同志者があ1）、税計学専攻と希望してち・られ仁

ものですか㌧、・帳牟→ヒ生kお原夏いしまして、わ札わ札の

ト州・でミす一ルを問いでい1・1之い1・わけで小甘が・
仏グ学生時イでに耗計学き学んτ4フの1由未で、必修科目

1こいっていまし仁か亨、他の講義、開いて詞駿を受け
る と いう二 とカぐあ 7τ／二。 そね一とは男1』にゼ’ミ す一ノレを砺き！卜

先生にあ・願㌧いして、石サ究挿・導をしてい仁にいτ（わけで’す。

 そういうわけし、学生時代に何を勉殊するかというこ
とは、和、ら杭計学全般にフいての知刺家川まセんでし

丁（し、自分でも余1）見当がっか々かフf（んです。しかし、

そういうものを尼穆、してい札ば、時れ’が船ブ要求てると

いうことは、会社の絃駿からしてぢばう1ブ～ぐ5感じ’て

お・つまレk， ヒにかく蘇年先生について指・尊していτ（だ

けは、何小これは物になる丁～ろうしいうち’ばろげナよ希望
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Iでジー千1Il’（1まし、ピ．∵一1－I’∵一∴；．1：’’j、．、    I一川’

＝幣辛光」生・し’い介ぽ；・」」字1生碕．ザ大麦・缶労㍗1・．ら一．し≡

いんで」 ｷが、神戸高商の水1島校未なビのみ宅’1（もわ9κ≡

にことがあI 驍轤ｵくて、．神．戸．に勺閃イ未一のある方です二一

橋では戦埼の講義バご専門でありましk。しかし鮒
学の担当者がい一よせんでしτ（ので、藤率先生がち・待ちに

！よフτ（。・それで’粛昨先生kあ・原夏いレまして、ゼ’ミす一ノレ

の学生としてご’万2↑に！・よっτて・わけで・・す。

 当時／可乞勉潰するかとい・うニヒがい々課題であ11式
じず・。外I�ﾟ書物などはほ「 Dどんど矢口1〕まヤんでし1・。そ

の当時福田偲三先生という、葎斉掌の先生が．なられ一まレて、

あけから絃紳床諭とか、あるいは鮒政策諭の講義
を間さましτく。福田先生は往ラ脊統計学にポ興レ本を千寺っ’（

ぢられまレて、論文にもそういうことを書いてぢら一 黷ﾜ

市レ、けヵ・ら祉会改策の講細よビにも、榊カ問愚の重

要プ．よことをしばしは’ム・説に比、しておら打しよレでく．。

 そこで私は宇菜論文としましては、・労働琉訂諭という

もハ利上げてれんで一寸・労／動歳計といってう範岡

が広いですけれど七、そういうものを体禾的に考し・て卒

業命吏1・し1・い。いういう一ナ汁肘あるようパが、賃

金積訂σどカ岬1小なフk’）、めるい一は生計費の桁†の

問愚、ゐるいは又けい；の問恵、いろいろあるいで・
寸けヘビも、私はいいナ賃倉’航計1よどを一中心にし一まし

て、1～〃んと研究の領域を広1ブてい1ブ・。↑ll～、まと

まっ t（文献という」のが条11．な・いので、藤年先’生のご’禍禾

によ1はして、図書館に人ラ．ては、コンラーIドのF国家

学辞峡・（ドイソ勢）の労働税打というところ、すなわ5
アルノミイ1一・スタディ又。アイ・・ソクあるいは了1レバイ9．一
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・一ス」 ^テ・イスナ1、ツ・フ1、て一う・いうよ沖、ところ1を訳レて1
1ま一

�吹f ｵえ111く。一一寫ｯ告ヒい＝つ・ても学生6枚が一少ないで・す

一ヵ・ら、歩夏繁レ回ってくるん㍗一す．ドイツ剃林つ残くη

かフτ・んで・す、けれども、一生懸命勉残して・んでて。

 一橋にお・け、る私の卒業論文は、寮てるに賃金税訂と主

体とする労偉臓訂諭でパジましrて。勉殖の間に知！）狩1・

ことは、賃金旋言†1・はz神あること、すなわち賃金字（ロ

ー／ザ・ソン  L oトれsoししz）の紋訂とイ受雀）所得（ローンァイ

／コムメ／ Loh仇ei帆ko帆狐e糺）の税訂とがあること、前

者は予定の賃金釈訂で・るつ、後者は実際K収受でれτ（賃

金琉計であるというようはことが兜砥の箱乗判明し、そ

ういう二とを諭地しましk。

 話題が・ヶし変わ1）ま寸が、商品一学という杓目は、小樽

高商では選択科目でございまして、商品美歌室というの
がこの 学才交にはあ って（。 これは選二択秤肩 て・、 それ竜選一ぱ

く8い病は、 9ト国賓巧実二房弐という こ とで、 タ イフ。ライ タ 一

のけい1こをしτ（リ、コレスオご／デ／ス（逓L信ヌニ）を書い

1・り可る、そういう星沢によって商品学が挙げれよしk。

 ところが、名’古屋高商てばこ十しヅ兆イ条に7より・まして、

弔昌フ学わ糸修で、定瞭室、す7よわちラホヲトリーも相当

つっぱソよものヵくでさましひ（。 そこで、名窄屋では商品閑

イ禾’の訓練を受けることに7よ1）よレ仁。 二牝ドは、・j・尿亀

尺郎先生 小樽では助釈授でございましにが、名古星
には孝（才受として走』〈壬でれよして、〃乏↓（商1晃石†完で七フて

束郡文学力・う理学博士号を授がラ汽。そういう人もみうれ

ましk。石古屋には小樽禾耗グ何人も品’ら札まし仁けれ

ども、私も学生時代の勉洩～トし認めうれにのφ＼名古

屋へ朱つ↑（わけであ’）まして、そ札までは、石壱屋には
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親戚’ 煖蛯煦黷 ﾈ．い’．全一く1未知の一工一地一でご十、い1まし．t〈木、亀．師

の閑俵そ」 烽ﾁて石宅屋に向かうiヒにσっ†（の一 ﾅ寸二そ
札が穴正12年．の春ナ・、この年の秋には、ちょうど関東尺

震災のあフに年で↑。 二の年の年月、らようど3年生が
初めてで． ｳk之ミであつまして、創立3年目ですが、．3
年生に統計学を旅之るということて・、まゼ．寸分諦羨の辛

備わしてお1はセんレ、初めは卒百に†分で・オよい講義を

して・ことを思い比しておいつま丁。

 私は、学生時代からだ’と1堅いますグ、丸善へ行でまレ

ても、洋書乞チョク千コク見ろ習1貫代でさてお・つまして、

ジジェークの杭打・学というものを、㍑㍑尿老で見ま
・し仁。それ一を一生懸命詠んτ～わけブ8んで・T・俊ひhかっ

1二んですグ、・ゾゾェークはマイク旅授の帥で、、ll．フ

は々書物2残レてら〕）よす。それで、てイヤー先生の業

種は、床郡の財部先生の訳ぐ牝k「社会統訂等綱」 Bなん
てりっばな書物が残・ています。財却先生の校訂学は穴
体がドイツ禾だと，思われます．束末帝尺の高野先・生も哀

さんがドィッ人でありま↑し、まk、いういうと勉抵の
右でもトイソ吉吾を習フてみら札仁リして、 ドイツ末の航

計学を学んでなられにようです。

 そういう二とで・、ドイソ〆統計学というものがなよそ

どんなものかという二とは仏にもわかりかけてポト。
によす二支丸善でソジ：L一クの書物バ手に人1）ましkもの
で一 怎ﾓ・ら、それを一生藩命前みんべまレて、何とかそれ

色ものにし狂いということでやつてお・りましτ（。石古屋

へ参っましてがらポそういういを硫けて危弦し辛し．
て、どうやら講義の輪郭もでさ仁わけです。

 これは私にとっても息い左、の書物ですから、杯村さん
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■も・、そ斗1・う時代納．話を；ぐゼて、も｛うが一とい．ナこ

とを中レ上＾I ｰ土しτ（。Iその一書．物は持ってまいつ’ましτ（㌔

の．ですから・ち・目にがけにいと思います・

 これはマイヤー先生の又タ子イスナィック・ウント・
ブぜルシヤー 宴cレー、すなわジ枕計学と社会諭・と愚
ぐ．れてあ1は↑。マィグ先生には人口杭打諭の毒物も

あるんでTが、葎済競訂諭の書物は、まとまっ仁ものは
念汀かラτ（んじ’ヤデ8いかと思いますれ。講義草案という

ものグ、後で・日年へ未てくものを兄τ（ことがございま寸が、

薄赤統計のまと弍っτ・ものは榊・っにょラで・す。査徳統

計ぽ文さ7よりフ㈹書物ガゐるんでて。

 ジソ：」一ク赦授の本1まザグル／ドリス ・デア・ スタチ

スチーフ」 という書物なんですが、これは尿諭と各論が

一／冊にオ8フてい弐す。各論と申しまして令〃方面で州、

私は各論を人口、葎済、文イ巳の3フに分けるんですけれ
ども、文化の献言†のう㌻には宋放の徒言†もあるし、道徳

方面の杭言†もわリ、犯罪、 自葎の統計もわリ、匡〕民衛’生

の統計もあ6。いろいろ都門はクいんですけれども、と
にかくジジェー・ク．氏の書物は、そうい」フでく各話の部分ち

尿誘テの書物と一ネ看にレてお・、るん・です。全一音月一稽デにしてい

る。手分ヒまでは．いか78いけれども、5分の2ぐらいは
辰諭、それか．ら牧の方がふ清という二とにグよりま寸・こ

の辰請「の方’は、 アルケ’てイ本・人タテイ スティッ シエ ・

メトデ／デーレ、括弧レまレてテォリー・ウ／ト・テク

ニッ7・デア・人タティッフ、二うなフていますり二の
中に税計学の歴史七人フてお・1りよ↑し、それから調査方

面の方法論が非常に詳細に取り牧われてお・’）ま寸。

 それから、方法訪ゴの中には、表一をフくら↑（り．、図をつ
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．く一1111グする1問題グあ＝ぎ。一表セつくる＝土一ヒ1 ﾉ？いて・は」
A

相当よい説明があ∫）よ寸∴図乗の方は一、．宋隊の図表はへ

ってち・㍗ませ．んが、言乗自体．で毛つ穴図表の方彦、η説明

をしています。その点はアメリカの税計学者オ8ビと朴申

に違うと二う．て・ございよす。あくまで・も諭理的に方残論

を荒いていくヒいうと三うが特色ではないかという気が

します。

 各論の方は、「ソハイタータイ1レ」（第2都）という二と

なんですが、余り本バ本さい七ので丁かザ私は尿市の
方は辮レて師歩いて訳し1・ようなニヒボさいまし
τこ・各論の方は私も丁寧に目を通し仁．んで・†バ、これは

訳本毛そのテ乏出ましす（グ、原書でけ表是墓がちょっと変わ

フている㍍です。「マナーリェレー・又ダティスティック

・ウ／ト・人ペチェレ・メトデ・／デーレ■万なわち・実
質的な統計学と特殊な方法論・とい『うニヒになってい亥
す。

 この実質的といラ意味は、やはリ実体学と申しますが、
芙宇多のオぐシティ プ ・・† イ エー／ス、 すブよわち史7環に老之宇 を

使フて社倉現泉三解明するどいラ1数字的な内塔のある

学問としての耗計学、そ札を社倉税計にフいて孝之てわ・

るんです1

 マイヤー先生のな花グそ．うですね。先生も、航計学は
方法論↑ぞという†づけでは満足しブ8いんです。、実作的に人

P、種：帝、文他、いうんなネ士一念現象を〃係なる方9麦で【竜

フて研充てる。 それは方渉を・迷二ぺるげがつでなく、’’実イ李

戦字もそこにf苛用してそれ・を秤説マる。そういう意味

の各論が要るという二とで、それを序ブけて宋質的何袖

訂「マナーリェレー・又タアィスーアィックJと、い7ている
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一わ一 O一↑。、東誘’な弓、「ポジテー1’’ブ・†イエγ’又一’・＝と1い＝う一

1言柔’が積伍約I科学という意味！でマグ、こ札に相者し’ま吋。

積極。千十字、fく〆方法を説明するというTぞけげヤ才よい、実

体色も説明する、 二札も社会航討．学であると孝之るので

す．

 その実体を説明するということは、認識こ誘テ的に親書†掌

の領域ではどうグヒいうことは、杵常1よ謙諭のあるとこ

灯・それグ税計学認識論のむでかレいと二うで十
 11工一メリンとか、あるい，はカウ7マ／という同げド
イツの学君でも、 そういう実二体の学問として．の耗打学は

あつ得ない、人口、葎斉、文化、それぞにのτ（めの社会

科学が列にあるパぞから、何も徒計学がそういう毛のま

でをヤ州くてもいいん〆し航計学はあくまで・も方法論、

方法の学剛れいうのが方法論派の見解なんで・すバ、マ

イヤー先生の学水はそういう見解K反対です。それから、
÷イヤー先生の流れを．ぐむソシエーク敢夜にして毛・、そ

れからミジラー（仙11eゾ）とい．う学考ポそういう定
イ本学としての4え計学を孝之ている。 それから、チ／ツ〃

という学者がいるんですが、二のチンソ布の書物でも定
イ本学ち孝之まして、 そういう。ものがネむ会科学として戊つ

立つどいラ徳兄で、緒勾マイヤ’先生の衣鉢を継いだド
イソ学者は少なくあり．よセん。

 私は石盲屋の」南宇商業K2時、終戦後までむ・†（ルで

す。図書館の館乗など句ヤり．まし仁。毎一月名古屋の丸善

か㌧いろんノよ書物乞チ寺ラてさてくれるんですが、全ギ雫自

ノかで買う列は尺変で寸カ・弓、図書館に入札て6らうもの

と、自分で買うものと・え！りノかけまレて、岡方同じやのは

買わないという購入方法をヒってみつましk．
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 ジジェークの原本はあっま↑（す札とも、これは后古屋
（一音の高商、いまの石文経済学卸）の図書館には汀い一が

もしれません．そ札から、マイヤーの原本のラち、私の

持っていないもので、「モーラ1レ・スタディステイ・シク」

というのは厚い本です、これは名古屋尺学の図書館には

あるはすて、いまも保存くれて残っているでしょう。て

ういう図書の貫いテをしkんです。一々両方瓦うヒいう

ことはでさないか㌧。

 そういうことで私は石古屋た学には戻りませんでしk
レ、 その後は手方れることもない！しで可ヵべ、 図書肴彦はタ芙フ

ているhけで’すから、見てくいヒ陪之ば｝、まτ・頼んでとい

うこと勺あり狩ます勿＼ら、 そね一．で宇心レている。匂／かの

著書などでポ虹版川（びに、3郡くらいずっ購入しても

らっていま↑ヵ・いこにち・さ弍、．フているは↑です。

 そういうことで．、文献：的に手ムの・手元・に・、人バ千寺ってい

ないよう々も（べいろいうありよす。アメりクの文献・な

ビで吟じい舳も持っていよマ。

 メイヨー又ミス氏（業種：バありますれ。重要仔ものは

補訂学と葎1済学を稿びフけ〆菜稜、それから、統計学と

社倉学を之らく結ぴフけrぐ菜種が州ま↑。房前は、前

者バ「スタディスアィックス・ア／ド・エコノミックス、

孝之者が「又ダティスティック入・アンード・／ンオロゾー」

という書物です。これは異文聴くんグ土しているんです

ね。「程済耗計学・友ぴ「ネ土倉稜計学・という2フの訳本

で巌仏堂カ・ら土ているのがそれで寸。そういう吉輿の書

物、了メリカのノ軍汽瓦本φ訳本七和。は持フてお・ります。

 その者、中国力・らの留学生で末郁尺学に精を置いτ（人

バ、石古屋高商を訪ねてさてくれkヒさに、私の研一先至
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を見て、メイヨー先生の石考があることに目差づけて、

’冊亨裳ってほしいというニヒガ’っ↑（んノで、ち・譲＝1）しまし

↑・。その学生の人は尺津文学がう水立されk人下しk。

後で問いで（んですが、尺津文学には有名ナよ河床ヒいう学

者、光社名をフラ／フり／・木一という航計学者がみ・’）

友レて、二の人はアメリカで、アービング・フィッ！ヤ
ー放授1の柚導ち受けτ（人ですが、中国へ帰ラてか．㌧いづ

いうなノ統計白っ言†草をしている。物イ両楯孝之の玄す算も茅）りま

すが、珍しい’のは、外因為替相場の平均一 w敬を訂尊して

いる。日本では麦ビそういパのは出、ない当時です。天
津久学は！1つば林績を殊レているなど、感心じず・こと

がありよす。

 そういうことで・、稿局こ札はネ喜田先生カ㍉中／トしてくτ之

さいまレて、尺一律尺学と交渉が行わナし、フラ／ク，ノ／て

んヒも若干交渉がゴでいまして、こちらからお・迷りレk

ものがあり、あちらかうわいろいろ出版仰をい1・㍑よ
しτ（。ちょフと話〃ぺそわ㌣支しτ（けれども、 そうし・う二と

で、重要何文献で図書館にはなかっ仁け札どポ．私パ符

っていうというものもあ1）よ寸。

 それ．φ＼ら・天津尺学は同恩来さんが出身しk宇棟τ～そ

うで、偉い政盾泉の毎夜ということで、私は青、天津尺

学と若干グ交渉を持てkということを、いま誇’リ・・思っ

てち〕はす。そういうことも私の研究歴ヒして書さ残し
てち・ζすくいと思フて、原イ高をい支書いてあ’5）ます。

 をういうこともごでいまして、文献的には学校の図書

館と自分の研究室と両方補’ってうまくいくというよう戸8

、点もございまし1・。そういう、芝は、よがフ1（か悪かっk

か、とにつ・く予算も限りバめ1）まてし、自／かの個人的な
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予算も考一之なければな’リまセんから、そういうよう7岬

充ヤ講義のイ立方をしτ二こともございま†，。・

ジゾェー7．の書物は・学依に帥で自分で購丈レまし

τ（。 そして、．・ての辰蒲・の新分毛’、熱心に言だしよして、天

正1千年k「耗計学講義」という書物を同文館か残、し弐

しτことでには、ジ’ジニ」一フ放後の影響を欠い1（愛1すてい

るわけで†。江ビ率なる翻訳で・はなしにいろいう追加レ1

†ことこうもございよてので」著書。）形には・よラてお・1）ま

す。

 各論の部分は竹田賦易ヒいラんカ寸訳ざへまして、有斐

閤カ＼5「応用税計学Jという厚い考心の書物が1冊虫て

おりよす⑰ そにと特7てこよ1うかと思っk人ノですヵべ、考

よっと重くなるものですカ＼ら朱へ置いてさましたが、竹

田でんの言尽は、 ジジェーク放夜ヒ葬礼しく文通をレまレて、

ての許可を得て、早夏度まで巻頭1。栖げて訳レてお・1は↑。

 どう毛竹田さん・ヒいラ人は京秤に住まフてあ＼ら才／しk方

のようでござい・まして、 その訳本乞払すにっいては若者

とよく欠渉も一 ｵ、ま仁改版が公でお・るもので・、改版がそ

の後立茎シボしすと’）し丁二めで・、セ＝っカ＼く言尽しkネ刀めの訳一とよ

τ二書さ直しすくりして、大変苦労され。・ようですね。それ

で、その訳、牟ξ忠版するに者仁っては、汐足先生とカ＼

あるいは束末文学の先輩の人々のいろいう々援助、奨肋

を受けて公しkというようなこい書いてご’ざいま了。

 そラいうことで、各論の訳の方が先に虫↑（わけです。

ところが、尿諭の方バま1抜本≒いうのが公でないよ）
でご’ざいまして、 そういうところを私が’、幸か不幸〃＼一

生懸命勉族して受け難いでおりますのて、これは私めイ土

尋とナガはしい。い性らばゾゾェークの疏計学はてイ

            ユ8
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ヤー先生の．それとは六分速う説さ方があうようで・寸。」 ｻ

れ一で私は、ジジェーク放授の文章の方バ文とレてわわか

りヤすいレ、請r理的にも尺変手内得いくことが〃いよ．うで

あllまレて、 それに満足し↑〈ので1あ5）ましτく。

 τこと之は「法具I」‘諭」な／）というのも、マイヤー先生は

「7支則J という言孝一をイたう。 ヤレて、 これにいろいうテよ

種類があるといい、この解説をぐれてあ・るんで・すバ、ジ

ジ’ユーク氏は「泣別・ヒいうはつさりしに言葉をイ史わげ
いんで・了。 そのかわりに 「ゲ’ゼ’スメー ／ヒカイ ト」 と い

うんです・こ．れ茎訳レて「今法則性」などζいう人グあ
りよす。私は「冶、」・という宇は寄ら松、「法則・↑生」とい・う

τごけでよい、「メージヒカイト」 ということは「性」 ヒい

う字であらわされ。ていう、「冶＼」は要らぬということで、

私の書物では「彦別件」という言来を使ってお・る。もと

の言菜は「ゲセスメージヒカイト」 でマ。

 これ一は祥局、2一フの数一列が互いに神関する痔冶＼、にと

之ぼ・物価が騰貴すれ岬罪敬力くふ衛とか、」あるいは

交通乎攻と国民葎清の発展がどういう、！・ラに剛采するか、

あるいは匂添、現象ですと、気象の変化と葎清成長の伸び

率の変イ巳、 2一つの叙列の間の不日互閃イ系。ネ充吉†学的にいえ

ば相関剛禾という二とに・よるんて・↑が、コリレーショ／、

そういう；場冶＼を「ゲぜ又メーンヒカイトJヒいうん。です。

 す（τごし、 どちらカベ原因でどちらカく序奪果〃＼というニヒは、

にわかに列師が許ぐれオよい。相関剛未必でしも因果閏保

でないという舳ぐジ’ジェー7放授州まパリしk言い方

で丁。しかし、相、閏閃係は、因果剛采茎究卵る／つつ

手がかつには六よる。そういう宋1木で重等てみる。あるい

〔よ終局的な因果の閑体ヒいうものは、紬計学τ～リでは末二
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足しがτ・いものである、そういう二とわいっております。

そういう二とから・／也乃社公科学の放膏ヤ矢口識は腎で

あるという二とにいるわけ川・そういうことをまと
めてお・リましにので、「ゲゼスメー／ヒカイト」という言

栗が、私にはたノか視しみ深い術語になってしまい式しト。

 まτ（、そういう孝之方の日本にあ一↑る！つの実戦的な

実例としよして、通貨の発行高と物価の変化バどう剛采

丁る〃＼亜賃が膨張すれば物価バ上がるというのは定説

戸沽で↑。フイツシグ放橡の学紀もそういラとこうに

あると思いよ寸。そういうことの検証を吏裸にやフて・1列

が日年にもあるのて・す。

 それは宥さんジ待げの・依島幡司という人、元神戸島肉

の先生で、後に朝日新開に入っまして、合歓葎清諭の研

究で学住を得てあ・らにまして、葎済学博士．kグよって糾

れる人ですガ、館1鳥寸んが日本の賃料を使いまレて、主

に明治、天正時代ハ資料τづフτ（と息い章すガ、そういラ

テストセして（。飯島でんのア又トで・は、亜一貨の膨張が物

価騰貴の原因て・ごという稽諭。資料をいろいろ整理しまし

て、そ㍑図表Kあ州して昨していまT。飯島さん
の結論はそういう二とて・T。

 ところグ、同じ・日今の材料を依’11く研究1こは、先ほど

申しまし1・束秤の汐見三郎さん岬先があ’〕ま寸・二牝

は一層稀閑論K発表され丁（七ので、段に論文集「経済統

計研究」にも載ってみ’）ます。汐見さんρ巧冗では・二
わ一も図解で札でいるんで万ゲ、逓一貨の曲橡と物価の南穣
1．

芒m～・側予って効くという1的が殊い。レヵ・し、〉タ見

さんの場合は図表が速うんです。飯島さんの場合はいわ

咋る「差回衣」な々です。すなわち縦目座11グ等差的な
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図表でT・ところバ、汐見さい場合は衆何図表を／たラ

ているんです。すなわら地図ですね。目盛りの上ヒTが
比率的になっている、 そういう図表を使っている。

 そしてそれを夜討しk紬果、両者tま互いに相対応して
重力いてわ多けれども、ビちら〃・というと物価けが耳く

効く硬向がある。そういうヒころに着眼しよして、汐児

さんの詑唄では、物価j橋童の方が原因で才）フて、亜賃の

膨張が席果であるという稿諭を下ぐにてみるんで・↑。こ

れは不思議78こピゼ’。同い日本の資判を使いながラ、内

方の学者の箱清が速うということはどうも納得いカ＼ない

という二とで、手ムはいろいう孝之τ（んですグ、 ／フは図

表の程類バ速うヒいうこヒわあると思います。差回乗と

比図表ヒいうノのは性格が違うんです。差図表というのは

零棟か弓の距薙が問題なんです。上の方へ行って1（って、

琴線か一轤ﾌ距離が東いか近いかによって意味が違うんで

す・応図表は比率セのものの問趨でマ〃・ら、摩線は序柊

し’ヤない。曲線その舌のを直接比較す3．ことハマ㍗多。

ドか㌧、図表の梗簸Kよって曲橡の解釈のイ土方も違うの

でT。そういうこヒをな2人ともノ余っ矢口らされ．なかフk．

1～から、私が、「物価楕叡諭。にあ’いてはいいうことk

くちばしを入れまレて、同書のイ寸緑において若干自分つ

・鳶児を迷べτ（こともございま寸。

 そういう、！・うK、どちらグ原因か、どちらが箱果かと

いうようK結論を急ぐからかよいことに7よる。相関門体
は平等である。秋1学的にい之ば、それはまτくアロザ／

1／と計算するということもあるでしょう。そういう訂
草の課題もあるわげです。竹をすぐ席諭芝、もぐヒいう

と二ろに危険州る。そういう．、点は瓦宅すべさものげヤ
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ないかということを、私の論文に執せてあ’さまレ1・。こ

れを見てくて之寸っいの勿＼、後で飯島くん．とラタ見くん、文

変視しく六よっ1｛こいゲとを間さよし1・。私の前文州

とに！よっ†（のカ＼どうφ、hカ＼りませんが一…一・。

 私有利よ、ああいう定証的研充を条1けくはヤ・てな

い。そこまでいさませんので†ゲ、人口方面の二とは種
々嗣へ・てあ・∫）ま†。国勢調査の箱呆などいういろか祝し

ており1よす。あとは、葎済流言†の方面もい弔いろ’ 閭oけ
はし1・んです。学生時～・労偉力流計打をや・丁・ことグ

ハ）ます。その前に、小樽高商。の卒業論文では貿易季岩訂

誘rをやりましτく。国防ミ矛曇済について、’大画猪之。イ「という

「囚われτ（程済学・という考書のある先生が惰葬してく

てごさいまして、 それ＿で貿易と一国下乗オ又友一の関イ采プー8とを兎含事象

し1・。そういうもの茎率論に書い↑・ことがパはマ。

 長い間（二とで、物価の問題、景気の問題、どいも
指散に閏俸があり、「物1面構依諭・ヤ「景気構牧諦・とい

う書物わ志していよすけれども、そういう、3一つに私は経

済糸充訂き中心にして追いといラ気持ちがあっ1・。いよ

でもそういう心坑き持っています村、これは自分1人で

はせ1けηれない、吉、七ございます。そういうとこ引（協力

者を望む衣竿で・パはマ。

 私は、いろいろと文イし寿走訂（ケ面にも手をつけ仁いと

孝之てあ・つよ寸。ジソピフの言案をかつれ一はポソティ

プ市イエン又として、あるいはマラリェγビッセシ／ヤ

フトとしての人口、程斉、文化、これらの各論的研究に
もなるべく4李禾をタ案して㌧・さで（いという望みを寸奇ってち・

る。栗τ（してそへがど二主で実現し得るカ＼は未矢口数であ

1）よ↑けれども、老後許される限り、ひとフ好カしてい
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花鮫轡

さkいと思っていよマ。

 まτ（、そういう研完がパ1得るということ、実作学と
しての耗計学名諭というも．川あり得ると．いうこヒ。そ
れをイ也乃学序『カぐ、オレの令頁ナ球τ（ごといラです奇っていってし

よう二とぽけしからぬじヤ林いか。マイヤー先生の言案

をかりてい之ば、これは認識諭的なる蕨力でてぐ  エァ

ゲントニステ方レティッンェ・ケノぐルト了クド（戸Hくε孔πじ一

仏1S伽吹市Cわe伽肌1t孔1・七）で’ある。そこまで・．強くいわ

以てもいいかもしれよセ。ん一 o、そんな感げを持ちます。

 それから、稜計の学問を鬼殊している人は、税訂の方

法を知っているわけです。案人バ枚字を侭うよりは、そ
れ1～’け間遠い力ぐケ々いわけです。欠件、税計学看でなく

ても、税計学星勉残し†・二人ヵぐ老文字を牧ラ方勿ぐ、危ナ∫フか

しい二と州よい。実際にむ中がどういうし！一つに進んで・

いるかを見よすと、突．体的な研究が1そん1そん．hの体禾

を持ち、内容を豊禽にしっっあるんし・㌣ないかというこ

とを思いますれ。

 ドイソのワフマンの研究所なんか、いい一うものは
皆老（字を伎フて、．図表を応用している。あれ一まやは‘）定

体的な研究レやないか。 それバ牟老巧学問トなラている

づ・ビうかということは門題ですけれども。突隊の枚宇を

使フて、定件剛・知織をまとめていくという碩伺を時イで

が等求してあ’る・日年で何々臼考というもの、官庁緋†

方面の人々の努力、巧あいウものもそういう例であると

思いますし、グ生命／呆険の社長の矢野さんの推旅宿

年国勢図会」、ああいうもの七毎年刊行寸れていて・、実体
的碕尤の貴重なイ列であると思いよすつ

 かようにいろいろな人々がτ（くぐんの文献から賃料を
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集めて、でさる1づけ図表を挿げ穴1帖．を証明・し’ ﾐ、／ま

可。そういう人々は必ずしわ葎済学着や耗計学者ばかり

じヤ杯いですから、数字の使い方にも間遠いがある州ま

あるようでありますし、図表のかさ方についても、．原理

的に中し真寸ればどうかと思うよ仰かけのも～あ
つますけれども、そういうMが相次いで生、るというこ

とはよい傾帥礼ま1・、学細目か5児1・実証榊碕
、完わいろんなものφべ出てわ・るようです。2～3日前、丸

善へ耐よし1・ら、林さんがまとめτ・もので「平和程

済史」なんといラ沢さな書物がむていま可。・ああいうの

は、就計学肴バ剛山持ってれ1ていますし、それぞ
れ硫。計学的に熱意のある人の作品で寸から、1）フげ戸よ研

究じゃ々いかと思いよ↑；そういうものをよ＜読んで、

後日盛偲を述へぐセて、もらいて・いと思いま↑。そういう

民証。的研充もいうい柚てますから、そういバのはや
は’）乎重し7みければなら〆よい。τ（†～．し・それが果τ（して

似立（科学として州呆であるかビうヵ・ということは問

是墓ヵぐあるでしょう。

 捲111くんバいうように 蛇川さんと論争して・ことφべ

あるんで↑バー卿リ仏は、統計学は方法諭であ、る1
その方法諭というのは澗査萌とノか祈請ドというご意見で

す。実体学というもの1ま無環k宕忍める人要はないとお・っ

しヤる。それはそれで私はいいと思うのですが、私はそ
れでひさ・でカぐ仰いで、、自ノ州見解を乳、し抽つまず。

 そういう二とで、糸忠言す学のいさでっをいろ一いろなしゃ

べ’けゼていτ・す㍗まレ1・けれどポ、命’）長く．州よす

とご’迷惑をク・けますので・、一応これくらいにして、皆さ

いあ’納まkいろいう間かし．てい1千1ご沌い・榊諺
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を樟kしまして、ま1・皆さんからも、近こうの硫計学平

の傾向や初句、あるいは統計の授業（上でら1之ブぐには

フ1・ようなことをお間がせいぞさい。私もまτ～現職で愛

矢口た学で徒計学を敢之てあ・るんですから・いろいろ授業

のフ参考にも利用しkいと思う人／です。

 大ニノか；らFしゃべ’1をしてしまいまして夫ネししましτく。私

は、まとま1）のないことをしゃべるくセパありますので・

ごめんくτ～さ1．1。
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 上記の鱗諺に対．して、補足として若千のこと’を書さ添

えま可θ（昭和57判。月）

／、一都欠字時代に、仏ヒいに藤本先生に競計学の
 挿専をあ・願いして（同志1（は、柴困銀次郎君や伊達一家雄

 君バいましに、栄固膚は後に神戸人学の赦授とな！）、

 税計学の研究で葎済学’博引（なられていよす・。・伊速君

 は国際速一盟の束末文都に入り、種々耗計上に活動でれ

 よしk．

2、教年後に、藤本ぜミk入ら札て続計学を専攻されk
 人々の中には森田優三君がら・’）、卒業後k筏疾の高商

数授と州、久戦後には中夫の統計局刹・洋追され1書

 効きれましに。
3、日本の緋†学界の初期メ洋二着には、そ舳かに、ギ

 稲田大学の小林斬教筏や閤西学院の田村市郎牧棟、ま
’τ（硫訂局勿森数個氏などヵ、あ・ら牝、それぞれ有意義な

 研充を発表されています。ま仁、税打方法論では理学

 博士小倉金え助氏の「耗訂的巧究法Jという冬着もあ

 つまT。こういう業績について一々迎べる二とはにτざ

 いよは侑謄しよす。

斗、私経済白勺意味の徒計学、いわば葎営琉訂的研究には、

 枇老に「葎営巌言†。（束束・叢文閣発行）や「工場葎菖

 競訂」（・千倉書房）など昔心の業績’バありますバ、二札

 セー々逸べることを勝します。
5．数理就計学の進歩も日本の学界の着しい特色で、ゼ1

 界に誇るべさ七のが多いと思います。日本虎訂学会は、・

 社倉椀計学者と数理統計学者の大同団箱で、散布創（
 友、3ぐ会員を有し、毎年蚕大学の狩う回リーで全図穴会を

 剛雀しています。

            26

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM




